
　
水
利
権
っ
て
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
河
川
は
「
公
物
」
で
あ
る
と
し
て
、
水
の
使
用
に
は

社
会
的
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
使
用
す
る
権
利
が

水
利
権
で
す
。
河
川
法
で
は
「
流
水
の
占
用
」
と
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
的
な
習
慣
を
基
に
整
備
さ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。

　
水
利
権
は
、
許
可
と
慣
行
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
許
可
水
利
権
は
、
水
の
利
用
者
が
県
知
事
に
申
請
し
、

許
可
を
も
ら
う
も
の
。
発
電
な
ど
は
、
特
定
水
利
権
と

し
て
建
設
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
慣
行
水
利
権
は
、
昔
か
ら
習
慣
的
に
使

用
さ
れ
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
る
水
の
利
用
権
で
、

多
く
は
農
業
用
慣
行
水
利
権
で
す
。

　
ど
ち
ら
も
「
物
権
的
権
利
」
と
し
て
守
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
水
利
権
が
競
合
し
た
場
合
、
権
利
が
確

定
し
た
順
に
優
先
権
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
慣
行
水
利
権
は
、
農
耕
が
定
着
し
た
中
世
か

ら
長
い
間
か
か
っ
て
、
時
に
は
激
烈
な
水
争
い
を
通
し

て
、
社
会
的
に
定
着
し
て
き
た
も
の
で
す
。
中
世
の
代

表
的
な
水
争
い
に
、
和
歌
山
の
紀
ノ
川
支
流
・
水
無
川

の
水
争
い
が
有
名
で
、
鎌
倉
中
期
に
始
ま
り
、
朝
廷
や

高
野
山
を
巻
き
込
ん
で
実
に
二
百
年
以
上
続
い
た
記
録

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
川
県
で
は
手
取
川
の
七
ケ
用

水
で
多
く
の
水
争
い
の
記
録
が
あ
り
ま
す
し
、
各
地
で

金
沢
市
が
三
十
六
年
前
に
取
得
し
た
犀

川
ダ
ム
に
よ
る
工
業
用
水
の
水
利
権
が
ま
っ
た
く
使
わ

れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
？
　
様
々
な
疑
問
が
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。

　
河
川
法
や
水
利
権
、
民
法
の
専
門
書
を
調
べ
て
一
年

半
。
現
地
調
査
に
何
度
も
足
を
運
び
、
真
実
に
近
い
も

の
に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
当
会
の
私
的
研
究
の
枠
に
と

ど
め
る
こ
と
な
く
、
よ
り
広
く
社
会
的
な
も
の
と
す
る

た
め
、
去
る
三
月
二
十
一
日
、
河
川
管
理
者
の
石
川
県

知
事
に
公
開
質
問
し
ま
し
た
。

■
公
開
質
問
状
全
文

石
川
県
知
事
　
谷
本
正
憲
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
一
年
三
月
二
一
日

　
　
　
ナ
ギ
の
会
用
水
研
究
部
会
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺 

寛
（
住
所
・
電
話
）

　
犀
川
の
水
利
・
用
水
に
つ
い
て
の
質
問

私
ど
も
、
ナ
ギ
の
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
、
辰
巳
ダ
ム
や
辰
巳
用
水
に
つ
い
て
、
行
政
の

　
　

公
文
書
を
入
手
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
度
、
犀
川
の
農
業
用
水
や
金
沢
市
の
発
電
事

業
に
関
わ
る
水
利
権
資
料
を
検
討
す
る
中
で
、
い
く
つ

か
の
奇
妙
な
事
実
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
私
ど
も
の
私
的
研
究
の
枠
を
越
え
、
県
民
、
市
民

の
生
活
あ
る
い
は
石
川
県
政
や
金
沢
市
政
と
深
く
関
わ

る
と
い
う
認
識
か
ら
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
貴
職
に
率

直
に
お
た
ず
ね
し
、
河
川
行
政
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
八

項
目
の
質
問
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
昨
今
の
地
球
温
暖
化
と

気
象
、
水
質
問
題
と
も
か
ら
み
、
金
沢
市
の
治
水
・
利

水
に
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
広
く
行
政
人
、

議
会
人
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
農
業
関
係
者
に
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
速
や
か
（
三
月
末
日
ま
で
）
に
文
書
で

の
回
答
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

質
問
１
　
辰
巳
用
水
・
二
つ
の
水
利
権
に
つ
い
て

　
辰
巳
用
水
の
水
は
、
兼
六
園
に
運
ば
れ
、
文
字
通
り

金
沢
市
民
、
石
川
県
民
共
同
の
財
産
で
あ
り
、
辰
巳
用
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秋
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り
の
喧
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祭
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喧
嘩
御
輿
（
み
こ

し
）
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
身
近
な
用
水
、
辰
巳
ダ

ム
で
破
壊
さ
れ
る
辰
巳
用
水
に
は
ど
う

い
う
権
利
が
あ
る
の
か
？
　
兼
六
園
の

曲
水
を
潤
し
て
い
る
水
に
ど
の
よ
う
な

権
利
が
あ
る
の
か
？
　
を
調
べ
て
み
た
。

　
ま
た
、
他
の
水
利
権
を
調
べ
る
中
で
、

　　

  

疑疑
問問
続続
出出
のの
犀犀
川川
のの
水水
利利

　　

辰
巳
用
水
に
二
つ
の
水
利
権
が
あ
る

　

金
沢
市
の
工
業
水
利
権
は
遊
休
水
利
権



水
は
歴
史
的
文
化
財
で
あ
り
ま
す
。

　
辰
巳
用
水
土
地
改
良
区
が
得
て
い
る
用
水
の
申
請
及

び
許
可
資
料
を
見
る
と
、「
灌
漑
期
以
外
は
兼
六
園
へ

の
引
用
水
と
し
て
取
水
す
る
」
と
あ
り
、
こ
の
記
述
以

外
に
兼
六
園
等
へ
流
入
す
る
水
の
権
利
関
係
を
示
す
資

料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
も
そ
も
、
辰
巳
用
水
は
兼
六
園
・
金
沢
城
へ
の
取

水
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
専
用
用
水
で
あ
り
、
時
代
を

経
て
も
そ
の
目
的
は
現
在
ま
で
も
変
わ
ら
ず
、
兼
六
園

の
曲
水
や
市
内
の
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
金
沢
市
や

石
川
県
の
景
観
・
親
水
・
観
光
な
ど
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
県
民
・
市
民
共
通
の
認
識
で

す
。
一
方
、
辰
巳
用
水
土
地
改
良
区
の
水
利
権
は
、
灌

漑
の
た
め
の
私
的
な
農
業
水
利
権
で
あ
り
、
歴
史
的
に

見
る
と
本
来
の
殿
様
用
水
と
い
う
専
用
水
路
か
ら
の
余

水
使
用
権
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
殿
様
用
水
と
称
さ
れ
て
き
た
辰
巳
用
水

の
水
利
権
は
、
慣
行
水
利
権
と
し
て
確
定
し
て
い
る
と

考
え
る
の
が
水
利
権
に
つ
い
て
の
判
例
、
学
説
か
ら
の

結
論
で
す
。
つ
ま
り
１
本
の
辰
巳
用
水
に
は
二
つ
の
水

利
権
（
土
地
改
良
区
の
許
可
水
利
権
と
兼
六
園
等
へ
の

慣
行
水
利
権
）
が
併
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
河
川
管
理
者
と
し
て
の
貴
職

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

質
問
２
　
辰
巳
用
水
慣
行
水
利
権
の
水
利
台
帳

　
　
　
　
へ
の
記
載
と
行
政
の
責
任
に
つ
い
て

　
現
在
石
川
県
が
管
理
す
る
水
利
台
帳
調
書
に
は
、
辰

巳
用
水
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
区
の
農
業
用
水
の
水
利

権
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
質
問
１
の
と
お
り

「
慣
行
水
利
権
と
し
て
の
辰
巳
用
水
」
の
記
載
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
慣
行
水
利
権
は
昭
和
三
十
九
年
の
旧
河
川
法
成
立
に

よ
り
犀
川
が
二
級
河
川
と
し
て
指
定
さ
れ
た
と
き
速
や

か
に
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
当
時
、
慣
行
水
利
権
に
つ
い
て
の
理
解
や
、
農
業
用

水
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た

め
届
け
出
が
さ
れ
ず
、
水
利
台
帳
に
記
載
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
届
け
出
が
な
く
と
も
、
現

在
も
生
き
て
使
用
さ
れ
て
い
る
水
利
権
は
慣
行
水
利
権

で
あ
る
こ
と
は
、
法
解
釈
に
お
い
て
も
明
解
で
す
。

　
届
け
出
の
な
い
慣
行
水
利
権
・
庄
用
水
の
例
も
あ
り

ま
す
の
で
、
兼
六
園
へ
流
入
す
る
殿
様
用
水
・
辰
巳
用

水
を
河
川
管
理
の
上
か
ら
も
、
水
利
台
帳
へ
記
載
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
作
業
と
、
慣
行
水
利
権
と
し
て
の
認
識
は
、

辰
巳
用
水
の
管
理
作
業
の
精
神
的
負
担
を
一
方
的
に
辰

巳
用
水
土
地
改
良
区
に
与
え
る
こ
と
な
く
、
県
民
・
市

民
・
土
地
改
良
区
・
行
政
相
互
に
よ
る
友
好
的
共
同
作

業
が
可
能
に
な
る
道
を
開
く
も
の
で
、
行
政
と
し
て
の

貴
職
の
責
任
は
重
大
だ
と
思
い
ま
す
。

　
過
去
の
事
跡
の
調
査
を
含
め
貴
職
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

質
問
３
　
辰
巳
用
水
土
地
改
良
区
の
水
利
権
の

　
　
　
　
許
認
可
事
務
に
つ
い
て

　
辰
巳
用
水
土
地
改
良
区
に
よ
る
昭
和
四
二
年
一
月
二

三
日
の
許
可
申
請
資
料
を
見
る
と
、
形
式
上
河
川
法
第

二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
六
条
に
基
づ
く
申
請
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
内
容
は
、
東
岩
取
水
口
前
の

頭
首
工
建
設
の
た
め
の
許
可
を
申
請
し
て
い
る
だ
け
の

書
類
で
す
。
そ
の
後
の
許
可
期
間
満
了
に
よ
る
更
新
申

請
と
更
新
許
可
の
内
容
は
、
混
乱
を
極
め
、
他
の
水
利

権
許
認
可
書
類
と
比
べ
て
も
、
異
質
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
辰
巳
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
の
申
請
は
、
一
貫
し
て

東
岩
取
水
口
前
の
頭
首
工
（
堰
）
の
建
設
と
土
地
占
用

許
可
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
混
乱
は
、
河
川
管
理
者
側
が
、
水
利
権
に

つ
い
て
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、

貴
職
の
責
任
は
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
河
川
管
理
者
・
水
利
権
許
可
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

調
査
に
着
手
し
、
県
民
が
納
得
で
き
る
う
る
説
明
を
伺

い
た
い
。

質
問
４
　
犀
川
上
流
部
の
犀
川
ダ
ム
や

　
　
　
　
上
寺
津
ダ
ム
の
運
用
に
つ
い
て

　
辰
巳
用
水
の
水
利
権
は
、
昭
和
四
十
二
年
以
前
の
慣

行
水
利
権
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
既
得
水
利

権
と
し
て
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

犀
川
ダ
ム
や
上
寺
津
ダ
ム
の
特
定
水
利
権
申
請
書
類
に

も
金
沢
市
と
石
川
県
の
協
定
で
「
既
存
の
水
利
権
に
支

障
な
き
よ
う
運
用
す
る
こ
と
」
と
あ
る
よ
う
に
明
ら
か

で
す
。

　
ま
た
、
質
問
１
の
と
お
り
慣
行
水
利
権
に
係
る
水
量

を
考
慮
す
る
と
、
年
間
を
と
お
し
て
、
辰
巳
用
水
土
地

改
良
区
の
潅
漑
時
に
必
要
と
し
て
い
る
以
外
に
、
必
要

充
分
な
流
量
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
は
辰
巳
用
水
取
水
口
よ
り
上
流
に
既
設
さ
れ
て
い

る
犀
川
ダ
ム
や
上
寺
津
ダ
ム
の
放
流
で
十
分
可
能
で
あ

り
、
し
か
も
こ
う
し
た
措
置
は
河
川
法
上
の
義
務
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
辰
巳
用
水
へ
の
水
不
足
は
、
東

岩
取
水
口
下
流
に
あ
る
上
辰
巳
発
電
所
へ
水
を
落
と
し

て
い
る
こ
と
に
主
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　
発
電
事
業
で
特
定
水
利
権
許
可
を
建
設
大
臣
か
ら
得

た
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
で
辰
巳
用
水
へ
の
流
量
は
確

保
さ
れ
、
農
業
用
水
や
兼
六
園
へ
の
渇
水
問
題
は
解
決

さ
れ
ま
す
。

　
貴
職
の
見
解
及
び
運
用
の
改
善
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
た
い
。

質
問
５
　
金
沢
市
の
工
業
用
水
道
の

　
　
　
　
水
利
権
に
つ
い
て

　
石
川
県
と
金
沢
市
の
共
同
事
業
・
犀
川
ダ
ム
建
設
時
、

金
沢
市
は
工
業
用
水
の
水
利
権
と
し
て
〇･

四
六
ｔ
／

秒
の
取
水
権
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
水
は
認
可

以
来
三
十
六
年
間
取
水
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
認
可
は
駅
西
地
区
・
港
地
区
の
工
業
団
地
開
発
の

た
め
に
許
可
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

も
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
る
事
の
な
い
河
川
法
上
、

典
型
的
な
遊
休
水
利
権
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
遊
休
水
利
権
は
、「
逐
条
河
川
法
」(

建
設
省
新
河
川

法
研
究
会)

に
よ
っ
て
も
「
水
利
権
を
実
行
し
な
い
者

は
、
権
利
の
上
に
眠
る
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

の
遊
休
水
利
権
が
他
の
緊
急
か
つ
有
用
な
水
利
権
の
成

立
の
障
害
と
な
り
、
河
川
の
有
効
な
利
用
を
妨
げ
る
可

辰巳用水の水トンネル



能
性
が
大
で
あ
る
…
」
と
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
従
っ
て
、
金
沢
市
の
工
業
用
水
の
水
利
権

の
存
続
は
犀
川
全
体
の
水
利
の
整
合
性
に
混
乱
を
与
え

る
ば
か
り
で
な
く
、
違
法
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
即
刻
調
査
い
た
だ
き
、
少
な
く
と
も
次
回
更
新
時
に

お
い
て
廃
棄
処
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
河
川

管
理
者
と
し
て
の
貴
職
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

質
問
６
　
金
沢
市
の
工
業
用
水
水
利
権
の

　
　
　
　
破
棄
で 

河
川
環
境
改
善
を

　
昭
和
四
十
年
完
成
の
犀
川
ダ
ム
は
、
金
沢
市
の
工
業

用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
総
量
二
〇
七
万
ト
ン
の
水
を

開
発
し
、
〇･

四
六
ｔ
／
秒
の
流
量
が
犀
川
ダ
ム
か
ら

排
水
さ
れ
続
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
流
量

は
辰
巳
ダ
ム
建
設
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
河
川
維
持

流
量
」
の
大
半
を
し
め
る
ほ
ど
の
膨
大
な
流
量
で
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
は
、
か
つ
て
議
論
の
俎
上
に
登
っ
た

こ
と
が
な
く
、
犀
川
ダ
ム
で
排
出
さ
れ
る
流
量
と
金
沢

市
の
工
業
用
水
の
関
係
、
及
び
他
の
多
く
の
水
利
権
と

の
関
連
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
遊
休
水
利
権
の
廃
棄
に
よ
り
ダ
ム
完
成
に
よ
り

既
に
開
発
さ
れ
た
水
の
使
用
目
的
転
用
や
運
用
改
善
に

よ
り
、
新
し
い
視
点
か
ら
犀
川
の
河
川
改
善
に
役
立
て

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
貴
職
の
ご
判
断
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

質
問
７
　
犀
川
ダ
ム
建
設
収
支
を
明
ら
か
に

　
　
　
　
し
県
民
・
市
民
へ
の
負
担
軽
減
を

　
犀
川
ダ
ム
建
設
時
に
費
用
分
担
（
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
を
し
て
い
る
が
、
建
設
後
の
収
支
を
明
ら
か
に
し
、

金
沢
市
の
工
業
用
水
開
発
に
係
る
費
用
負
担
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
の
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。
こ
れ

は
、
本
来
、
工
業
用
水
の
利
用
者
か
ら
使
用
料
と
し
て

徴
収
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
が
反
故
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

建
設
費
用
が
市
民
・
県
民
へ
転
嫁
さ
れ
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
問
題
で
、
貴
職
か
ら
県
民
・
市
民
が
納
得
で
き

う
る
説
明
を
さ
れ
る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
金
沢
市
と
と
も
に
共
同
責
任
の
あ
る
貴
職
の
見
解
を

伺
い
た
い
。

質
問
８
　
厳
正
な
る
許
認
可
事
務
に
つ
い
て

　
あ
る
用
水
で
更
新
許
可
ご
と
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
り
ま
す
。

取
水
量
：
〇･

〇
三
四
ｔ
／
秒
（
初
年
度
の
許
可
量
）

　
　
　
　
〇･

〇
三
四
ｔ
／
分
（
五
一
年
十
月
更
新
）

　
　
　
　
〇･

〇
三
四
ｔ
／
日
（
六
一
年
三
月
更
新
）

　
単
位
が
違
う
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
取
水
量
は
初
年

度
に
比
べ
八
万
六
千
四
百
分
の
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
許
認
可
事
務
の
ミ
ス
と
推
察
さ
れ
ま
す
が
、

こ
う
し
た
水
利
権
と
い
う
物
権
に
か
か
わ
る
許
認
可
事

務
に
お
い
て
許
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貴
職
の
見
解
及
び
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

■
ナ
ギ
の
会
の
情
報
公
開
活
動

　
九
十
八
年
か
ら
、
水
辺
環
境
を
守
る
視
点
か
ら
、
犀

川
中
流
に
計
画
さ
れ
て
い
る
辰
巳
ダ
ム
計
画
を
第
一
次

資
料
を
も
と
に
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
情
報
公
開
請
求
に
よ
っ
て
入
手
し
た
数
百
の
公
文
書

の
厖
大
な
資
料
検
証
を
経
て
、
辰
巳
ダ
ム
計
画
に
大
き

な
疑
惑
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
①
　
河
川
法
第
十
六
条
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
「
工
事
実
施
基
本
計
画
」
な
し
に
、
辰
巳
ダ
ム
が

着
工
さ
れ
て
お
り
、
違
法
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
②
　
昭
和
五
十
五
年
に
石
川
県
文
化
財
保
護

審
議
会
が
、
正
式
な
教
育
長
か
ら
の
諮
問
も
な
く
、
辰

巳
用
水
の
文
化
財
的
価
値
に
つ
い
て
の
審
議
を
一
度
も

せ
ず
、
し
か
も
正
規
の
会
議
も
一
度
も
開
く
こ
と
な
く
、

「
辰
巳
用
水
の
破
壊
や
む
な
し
」
の
結
論
を
出
し
た
経

過
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
県
と
市
民
団
体
な
ど
と
の
意
見

交
換
会
で
も
県
か
ら
明
確
な
説
明
が
な
く
、
県
に
と
っ

て
辰
巳
ダ
ム
計
画
推
進
の
足
枷
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
辰
巳
ダ
ム
が
河
川
環
境
の
破
壊
を
招
く
と
こ
ろ
か
ら
、

当
会
で
は
緊
急
的
に
辰
巳
ダ
ム
問
題
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
か
な
り
専
門
的
で
緻
密
な
作
業
を
伴
う
た
め
、

ナ
ギ
の
会
に
用
水
研
究
部
会
を
設
置
し
、
こ
の
問
題
を

専
門
的
に
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

■
ナ
ギ
の
会
の
活
動
へ
ご
参
加
を

　　
ナ
ギ
の
会
は
、
一
九
九
四
年
、
河
北
潟
を
ベ
ー

ス
に
浅
野
川
や
犀
川
の
水
辺
環
境
回
復
に
寄
与
す
る
た

め
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て

い
る
水
草
の
調
査
を
す
す
め
、
特
に
県
内
の
ミ
ズ
ア
オ

イ
の
分
布
調
査
や
、
県
内
で
一
九
七
二
年
を
最
後
に
絶

滅
し
た
と
さ
れ
て
い
る
オ
ニ
バ
ス
の
種
子
発
掘
に
よ
っ

て
発
芽
・
繁
殖
に
取
り
組
む
た
め
、
調
査
を
終
え
、
発

掘
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
県
内
唯
一
の
自
生
地

は
渡
辺
の
自
宅
が
あ
る
北
間
町
の
田
ん
ぼ
。
当
地
で
は

オ
ニ
バ
ス
の
こ
と
を
ジ
ャ
バ
ス
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
ミ
ズ
ア
オ
イ
に
つ
い
て
は
、
兼
六
園
の
放
生
池
に
繁

茂
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
、
世
に
紹
介
。
今
で
は

放
生
池
を
訪
れ
る
植
物
愛
好
者
に
は
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

犀川大橋近くの大野庄用水取水口。この左に金沢市の工業用水
の取水口が作られ、港近くへパイプで水を送る計画でした。
1969年、北間町のクリークで
繁殖していたオニバスの幼葉


